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きることである｡ その場合､ 当然､ 本県の気候・風
土に合った地域適合型住宅の良さを取り入れるべき
である｡ 現在筆者らが検討中の地域適合型住宅のキー























































































































































































































































































｢点｣ としての施策では､ 成果は期待できない｡ 有




















































































































































































































かった｡ 今後､ 多くのソフト的な施策は､ 直接また
はNPOのような第三者機関と協働して消費者に語り
かけ施策を実施しないと実効性が上がらない｡ 行政
が消費者に訴える有効な手段と提案力が試される時
期に来ている｡
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